
泉
質
、設
備
、ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
―
個
性
が
光
る

軒

「
こ
だ
わ
り
の
宿
」特
集（
温
泉
・
浴
場
編
）４
～
７
面

こ
の
特
集
は「
観
光
経
済
ド
ッ
ト
コ
ム
」で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

年度「人気温泉旅館ホテル選」

山形県・
蔵王温泉　蔵王国際ホテル

硫
黄
の
香
り
と
木
の
温
も
り

福島県・
土湯温泉　水織音の宿　山水荘

渓
流
と
滝
を
望
む
露
天
風
呂

栃木県・
日光温泉　日光千姫物語

「
美
容
と
健
康
」を
テ
ー
マ
に

特
別
室
に
も
敷
地
内
の
源
泉

千 葉 県 ・
天津小湊温泉　宿　中屋

栃 木 県・
湯西川温泉　本家伴久


年
の
時
を
紡
ぐ
平
家
伝
承
の
宿

宮 城 県・
南三陸温泉　南三陸ホテル観洋

志
津
川
湾
を
一
望
、絶
景
風
呂

投票受け付け中（月末締め切り）

　
蔵
王
国
際
ホ
テ
ル
は
、
樹
氷
に
代
表
さ

れ
る
雄
大
な
大
自
然
や
山
形
の
旬
な
食
材
を
用
い
た
厳
選
さ
れ
た
料
理
の
提
供
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
持
つ
。
中
で
も

宿
泊
客
に
好
評
な
の
が「
八
右
衛
門
の
湯
」

と
３
種
の
貸
し
切
り
風
呂
。
い
ず
れ
も
乳

白
色
の
掛
け
流
し
天
然
温
泉
で
、
美
肌
効

果
が
あ
る
。

　
内
風
呂
と
露
天
風
呂
か
ら
成
る
八
右
衛

門
の
湯
は
、
硫
黄
の
香
り
と
木
の
温
も
り

に
癒
や
さ
れ
、
極
上
の
湯
浴
み
が
体
験
で

き
る
。

　
内
風
呂
は
丸
太
の
梁
を
む
き
出
し
に
し

た
構
造
で
、
天
井
高
は
最
高
で
６
・
５
㍍

あ
り
、
開
放
感
た
っ
ぷ
り
。
石
造
り
の
露

天
風
呂
は
温
度
の
異
な
る
二
つ
の
浴
槽
が

あ
り
、
両
方
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

　
貸
し
切
り
風
呂
は
ひ
の
き
、
御
影
石
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
３
種
類
。
バ
リ
ア
フ
リ

ー
は
車
椅
子
の
人
で
も
安
心
し
て
入
れ

る
。

　
▽
山
形
県
山
形
市
蔵
王
温
泉
９
３
３
。

☎
０
２
３
（
６
９
４
）
２
１
１
１
。

　https://www.zao-kokusaihotel.jp

極
上
の
湯
浴
み
体
験
が
で
き
る

「
八
右
衛
門
の
湯
」

　
福
島
県
土
湯
温
泉
の
「
水
織
音
の
宿
　

山
水
荘
」
（
渡
邉
利
生
社
長
）
は
、
源
泉

か
ら
湯
温

度
の
状
態
で
、
毎
分
約
２
６

０
㍑
の
豊
富
な
湯
を
引
き
込
ん
で
い
る
。

そ
の
湯
に
自
然
の
湧
水
を
加
水
し
、
入
浴

し
や
す
い
温
度
に
調
整
し
て
い
る
。
泉
質

は
ア
ル
カ
リ
単
純
温
泉
。
ス
タ
ッ
フ
は

「
体
の
温
ま
り
具
合
が
他
の
温
泉
と
は
違

う
」
と
Ｐ
Ｒ
す
る
。

　
「
太
子
の
湯
」
は
、
渓
流
と
二
段
の
滝

を
望
む
野
趣
あ
ふ
れ
る
露
天
風
呂
。
宿
泊

客
だ
け
が
利
用
で
き
る
。
「
展
望
　
瀧
の

湯
」は
眼
下
に
渓
谷
の
パ
ノ
ラ
マ
を
望
む
。

「
展
望
　
淵
の
湯
」
は
２
フ
ロ
ア
に
及
ぶ

造
り
で
、
深
湯
、
ぬ
る
湯
、
桶
風
呂
な
ど

多
彩
な
湯
船
が
楽
し
め
る
。

　
こ
の
ほ
か
源
泉
掛
け
流
し
露
天
風
呂
付

き
大
浴
場
、
オ
ー
ト
ロ
ウ
リ
ュ
ウ
式
サ
ウ

ナ
を
完
備
。
露
天
や
半
露
天
を
含
む
五
つ

の
貸
し
切
り
風
呂
な
ど
を
備
え
て
い
る
。

　
２
０
２
３
年
４
月
は
新
客
室「
紫
水
亭
」

（

室
）
が
オ
ー
プ
ン
。
源
泉
掛
け
流
し

の
露
天
風
呂
や
半
露
天
風
呂
が
付
き
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
感
覚
で
湯
あ
み
を
楽
し
め

る
。

　
▽
福
島
県
福
島
市
土
湯
温
泉
町
字
油
畑


。
☎
０
２
４
（
５
９
５
）
２
１
４
１
。

https://www.sansuiso.jp/

太
子
の
湯

　
日
光
東
照
宮
か
ら
歩
い
て
５
分
の
特
別

景
勝
地
に
建
つ
栃
木
県
・
日
光
温
泉
の
純

和
風
旅
館
「
日
光
千
姫
物
語
」
（
根
本
芳

彦
社
長
）。大
浴
場
は
、「
美
容
と
健
康
」

を
テ
ー
マ
に
し
て
お
り
、
肌
に
や
さ
し
い

ア
ル
カ
リ
単
純
泉
の
湯
で
疲
れ
た
心
と
身

体
を
癒
や
せ
る
。
四
季
折
々
の
日
光
の
山

々
を
眺
め
る
露
天
風
呂
も
併
設
し
て
い

る
。

　
女
性
用
大
浴
場
「
姫
方
の
湯
」
に
は
、

超
微
粒
水
粒
が
肌
や
髪
に
う
る
お
い
を
与

え
る
「
テ
ル
マ
ー
レ
ミ
ス
ト
サ
ウ
ナ
」
を

設
置
。
絹
の
よ
う
な
微
細
な
気
泡
が
毛
穴

か
ら
垢あ

か

や
脂
肪
を
排
出
す
る
、
美
容
効
果

の
高
い
「
シ
ル
キ
ー
風
呂
」
も
備
え
て
い

る
。

　
男
性
用
大
浴
場
「
殿
方
の
湯
」
で
は
、

「
高
温
」
と
「
ミ
ス
ト
」
の
趣
の
違
う
２

種
類
の
サ
ウ
ナ
を
楽
し
め
る
。

　
女
性
用
、
男
性
用
と
も
、
心
も
安
ら
ぎ

マ
ッ
サ
ー
ジ
効
果
の
あ
る
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス

を
併
設
。
そ
れ
ぞ
れ
専
用
の
ア
メ
ニ
テ
ィ

も
用
意
す
る
。

　
▽
栃
木
県
日
光
市
安
川
町
６
の

。
☎

０
２
８
８（
５
４
）１
０
１
０
。http://w

ww.senhime.co.jp/

「
姫
方
の
湯
」
露
天
風
呂

　
千
葉
県
鴨
川
温
泉
郷
天
津
小
湊
温
泉
の

宿
中
屋
（
中
田
弘
治
社
長
）
は
、
創
業
が

江
戸
時
代
の
天
保
年
間
。
房
総
半
島
先
端

近
く
の
海
岸
沿
い
に
館
を
構
え
、
太
平
洋

が
一
望
で
き
る
絶
景
に
加
え
、
敷
地
内
に

湧
き
出
す
源
泉
掛
け
流
し
の
天
然
温
泉

「
城
崎
の
源
泉
の
湯
」
が
楽
し
め
る
。

　
源
泉
掛
け
流
し
の
湯
は
、
女
性
に
人
気

の
美
肌
の
湯
。
泉
質
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
化

物
、
硫
酸
塩
、
炭
酸
水
素
塩
、
冷
鉱
塩

（
低
張
性
・
ア
ル
カ
リ
性
）で
、神
経
痛
、

筋
肉
痛
、
関
節
痛
、
五
十
肩
、
運
動
ま
ひ

な
ど
に
効
果
が
あ
る
。
大
浴
場
「
城
崎
の

湯
」
「
華
海
の
湯
」
と
露
天
風
呂
、
貸
し

切
り
露
天
風
呂
「
浜
千
鳥
」
で
美
湯
が
味

わ
え
る
。

　
宿
は
近
年
、
フ
ロ
ア
の
改
装
な
ど
大
規

模
改
装
を
実
施
。
陶
器
製
で
特
製
の
湯
船

を
設
け
た
露
天
風
呂
付
き
の
特
別
室
を


室
新
設
し
て
い
る
。
特
別
室
に
も
敷
地
内

源
泉
を
使
用
し
、
そ
の
う
ち
３
室
は
源
泉

掛
け
流
し
に
し
て
い
る
。

　
館
内
で
は
、
夜
８
時
か
ら
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
「
音
楽
と
ジ
ャ
ズ
の
夕
べ
」
を
開
催

（
要
確
認
）
。
夜
は
海
と
ジ
ャ
ズ
の
音
色

を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

　
▽
千
葉
県
鴨
川
市
天
津
３
２
８
７
。
☎

０
４（
７
０
９
４
）１
１
１
１
。http://w

ww.nakayahotel.com/

露
天
風
呂
付
き
客
室

女
性
露
天
風
呂

　
本
家
伴
久
は
日
光
・
湯
西
川
温
泉
で
、

江
戸
初
期
創
業
か
ら
３
６
０
年
の
時
を
紡

ぐ
平
家
伝
承
の
宿
。

　
夕
食
処
へ
「
か
ず
ら
橋
」
を
渡
る
と
、

日
本
の
古
き
良
き
時
代
に
タ
イ
ム
ト
リ
ッ

プ
。
源
平
の
和
睦
式
で
は
両
家
が
渡
り
、

「
良
縁
」
と
「
心
の
架
け
橋
」
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
。

　
夕
食
の
囲
炉
裏

い

ろ

り

処
で
は
、
懐
か
し
い
炭

火
を
囲
む
。
焼
き
た
て
の
山
川
の
幸
、
創

作
会
席
料
理
、
地
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
宴

は
盛
り
上
が
る
。

　
清
流
沿
い
の
源
泉
掛
け
流
し
露
天
風
呂

と
貸
し
切
り
露
天
風
呂
で
は
、
大
自
然
と

の
一
体
感
へ
解
き
放
た
れ
る
。
８
２
０
年

前
に
発
見
さ
れ
た
湯
西
川
発
祥
の
源
泉

だ
。泉
質
は
弱
ア
ル
カ
リ
性
単
純
温
泉
で
、

美
肌
の
湯
、
子
宝
の
湯
と
し
て
知
ら
れ
る

名
湯
で
あ
る
。

　
客
室
は
全
室
清
流
沿
い
で
、
露
天
・
半

風
呂
付
き
客
室
は
皆
、
源
泉
掛
け
流
し
。

今
年
１
月
に
半
露
天
風
呂
付
き
和
洋
室
２

室
が
オ
ー
プ
ン
。
心
の
故
郷
へ
と
時
空
を

超
え
て
、
非
日
常
感
に
浸
れ
る
宿
だ
。

　
▽
栃
木
県
日
光
市
湯
西
川
温
泉
７
４

９
。
☎
０
２
８
８
（
９
８
）
０
０
１
１
。

https://www.bankyu.co.jp/

ま
る
で
海
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
絶
景
イ
ン

フ
ィ
ニ
テ
ィ
温
泉

　
宮
城
・
志
津
川
湾
に
浮
か
ぶ
海
の
館
、

南
三
陸
ホ
テ
ル
観
洋（
阿
部
泰
浩
社
長
）。

緑
の
島
々
と
太
平
洋
を
望
む
絶
好
の
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
魅
力
で
、
穏
や
か
な
海
は
宿

泊
客
の
心
を
癒
や
す
。

　
志
津
川
湾
を
一
望
で
き
る
大
浴
場
と
露

天
風
呂
が
自
慢
の
宿
で
、
特
に
露
天
風
呂

か
ら
望
む
水
平
線
か
ら
昇
る
朝
日
は
格

別
。
ウ
ミ
ネ
コ
た
ち
が
周
遊
す
る
姿
に
、

思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
。

　
宮
城
県
内
で
は
珍
し
い
太
平
洋
沿
岸
に

湧
き
出
る
南
三
陸
温
泉
は
、
「
地
下
２
千

㍍
か
ら
湧
き
出
る
深
層
天
然
温
泉
」
と
な

っ
て
い
る
。
同
館
発
案
の
「
南
三
陸
キ
ラ

キ
ラ
丼
」
な
ど
、
自
慢
の
海
の
幸
を
堪
能

し
た
い
。

　
同
館
で
は
月
２
回
、
屋
上
を
開
放
し
た

「
ス
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
」
を
今
ま
で
１
６
０

回
以
上
も
開
催
。
晴
天
率
が
奇
跡
的
に
高

い
た
め
に
で
き
る
天
文
イ
ベ
ン
ト
だ
。
星

の
ソ
ム
リ
エ
に
よ
る
説
明
が
、
何
と
も
楽

し
く
思
わ
ず
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
。
仙

台
駅
か
ら
往
復
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
毎

日
運
行
し
て
い
る
。

　
▽
宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
黒

崎

の

。
☎
０
２
２
６
（
４
６
）
２
４

４
２
。https://www.mkanyo.jp/

（４）第３２８１号 第３種郵便物認可 ２０２５年（令和７年）８月３１日（日曜日）増刊

「選」の入選施設には認定証が贈られる。その授与式を毎年１月に開催（写真は今年１月日に開かれた年度式典）

◀
投
票
は
こ
ち
ら
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

　
観
光
経
済
新
聞
社
は
、
全
国
の
温
泉
地
の
人
気
投
票
「
に
っ

ぽ
ん
の
温
泉
１
０
０
選
」
と
と
も
に
、
温
泉
宿
の
人
気
投
票

「
人
気
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル
２
５
０
選
」
を
主
催
。
今
年
も
７
月

か
ら

月
末
ま
で
の
４
カ
月
間
、
旅
行
会
社
、
Ｏ
Ｔ
Ａ
（
オ
ン

ラ
イ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
、
運
輸
会
社
の
社
員

ら
を
対
象
に
投
票
を
募
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
泉
質
、
設
備
、

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
「
温
泉
・
浴
場
」
が
個
性
的
で
、
そ
の
品

質
維
持
、
提
供
に
強
い
こ
だ
わ
り
を
持
つ

軒
を
紹
介
す
る
。



山 梨 県 ・
富士河口湖温泉郷　ＴＨＥ　ＫＵＫＵＮＡ

天
空
の
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
風
呂

栃木県・鬼怒川温泉　あさや
大
浴
場
の
美
容
備
品
を
充
実

高
原
感
じ
て
入
る
源
泉
風
呂

山形県・蔵王温泉　　ルーセントタカミヤ 山梨県・
石和温泉　華やぎの章　慶山

四
季
に
癒
や
さ
れ
る
露
天
湯

三
つ
の
源
泉
、
の
湯
船
で
堪
能

山梨県・
下部温泉　下部ホテル

日
本
画
の
景
色
に
溶
け
込
む

茨城県・五浦温泉　五浦観光ホテル

４
本
の
自
家
源
泉
か
ら
引
き
湯

群馬県・水上温泉　　源泉湯の宿　松乃井 山梨県・
西山温泉　慶雲館

「
最
古
の
宿
」に
多
彩
な
風
呂

「
大
空
の
湯
・
月
」
の
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ

ィ
露
天
風
呂

　
全

室
か
ら
河
口
湖
と
富
士
山
を
望
む

ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｎ

Ａ
」
（
宮
下
明
壽
社
長
）
。
最
上
階
に
あ

る
グ
ラ
ン
ド
ス
パ「
大
空
の
湯
」は「
星
」

と「
月
」に
分
か
れ
、男
女
入
れ
替
え
制
。

両
方
に
備
え
た
「
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
露
天

風
呂
」
は
、
湖
と
一
体
と
な
る
よ
う
設
計

さ
れ
、
天
空
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
感
覚
と
、

格
別
の
開
放
感
を
味
わ
え
る
。

　
湯
は
保
温
効
果
の
高
い
ナ
ト
リ
ウ
ム
・

カ
ル
シ
ウ
ム
塩
化
物
泉
で
、
神
経
痛
、
皮

膚
病
な
ど
に
効
果
あ
り
。
内
風
呂
に
は

「
星
」
に
立
ち
湯
と
ス
チ
ー
ム
サ
ウ
ナ
、

「
月
」
に
半
身
浴
の
湯
船
と
ド
ラ
イ
サ
ウ

ナ
を
備
え
て
い
る
。

　
湯
上
が
り
処
や
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
は
昨

年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
よ
り
快
適
さ
が
増

し
て
い
る
。
他
に
も
充
実
し
た
施
設
が
あ

り
、
富
士
山
を
目
前
に
望
む
「
風
」
、
太

陽
光
が
差
し
込
む
「
光
」
、
心
地
よ
い
水

音
に
癒
や
さ
れ
る
「
水
」
と
、
趣
の
異
な

る
三
つ
の
テ
ラ
ス
で
心
ゆ
く
ま
で
過
ご
し

た
い
。

　
▽
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
浅

川

。☎
０
５
５
５（
８
３
）３
３
３
３
。

https://kukuna.jp

レ
ス
ト
ラ
ン
「
Ｗ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｉ
ａ
」

の
創
作
料
理

空
中
庭
園
露
天
風
呂

　
栃
木
県
・
鬼
怒
川
温
泉
で
最
も
古
い
歴

史
を
持
つ
老
舗
旅
館
、
あ
さ
や
（
八
木
澤

哲
男
社
長
）
。
自
家
源
泉
「
子
宝
の
湯
」

を
所
有
す
る
ほ
か
、
鬼
怒
川
で
最
も
高
い

位
置
か
ら
絶
景
が
楽
し
め
る
空
中
庭
園
露

天
風
呂
な
ど
、
豊
富
な
湯
、
多
彩
な
風
呂

で
湯
浴
み
が
楽
し
め
る
。

　
湯
は
ア
ル
カ
リ
性
単
純
温
泉
で
肌
触
り

が
良
い
。
吹
き
抜
け
ロ
ビ
ー
が
華
や
か
な

「
秀
峰
館
」
、
和
の
情
緒
が
漂
う
「
八
番

館
」
に
さ
ま
ざ
ま
な
風
呂
が
用
意
さ
れ
て

い
る
。

　
宿
自
慢
の
空
中
庭
園
露
天
風
呂
は
秀
峰

館
の

階
に
。
鬼
怒
川
ラ
イ
ン
下
り
で
使

用
す
る
舟
と
同
じ
も
の
を
浴
槽
に
し
た
舟

湯
で
の
入
浴
や
、
山
々
を
眺
め
な
が
ら
入

浴
で
き
る
立
ち
湯
、
空
を
見
上
げ
る
寝
湯

な
ど
、
９
種
の
湯
船
が
楽
し
め
る
。

　
秀
峰
館
に
男
性
用
大
浴
場「
麻
の
湯
」、

女
性
用
大
浴
場
「
紅
葉
の
湯
」
、
貸
し
切

り
風
呂「
打
ち
出
の
小
槌
の
湯
」が
あ
る
。

八
番
館
に
は
「
滝
の
湯
」
が
あ
り
、
男
女

そ
れ
ぞ
れ
の
大
浴
場
に
露
天
風
呂
、
座
湯

が
あ
る
。
女
性
客
に
は
ナ
ノ
ミ
ス
ト
サ
ウ

ナ
や
シ
ル
キ
ー
風
呂
が
お
す
す
め
。

　
大
浴
場
で
は
数
種
類
の
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ

ド
が
並
ぶ
「
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
バ
ー
」
と

Ｒ
ｅ
Ｆ
ａ
・
Ｄ
ｙ
ｓ
ｏ
ｎ
の
ド
ラ
イ
ヤ
ー

を
利
用
で
き
る
。

　
昨
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
レ
ス

ト
ラ
ン
「
Ｗ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｉ
ａ
（
ウ
ィ
ス

テ
リ
ア
）
」
に
は
、
宿
泊
客
の
要
望
に
応

え
、
半
個
室
を
設
置
。
夕
食
に
旬
の
食
材

や
地
元
食
材
を
取
り
入
れ
た
創
作
料
理
の

コ
ー
ス
が
楽
し
め
る
。

　
種
類
が
豊
富
な
ブ
ッ
フ
ェ
も

人
気
で
、
夕
食
は
和
洋
中
約
１

０
０
種
、
朝
食
は
和
洋
約

種

の
料
理
を
提
供
。
オ
ー
プ
ン
キ

ッ
チ
ン
で
は
目
の
前
で
焼
き
た

て
の
ス
テ
ー
キ
や
天
ぷ
ら
な
ど

を
調
理
す
る
。
新
鮮
野
菜
が
並

ぶ
サ
ラ
ダ
コ
ー
ナ
ー
、
豊
富
な

デ
ザ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
は
女
性
客

に
好
評
だ
。

　
八
番
館
個
室
料
亭
で
の
会
席

料
理
で
は
、
地
場
産
食
材
や
旬

の
食
材
を
堪
能
で
き
る
。

　
▽
栃
木
県
日
光
市
鬼
怒
川
温

泉
滝
８
１
３
。
☎
０
２
８
８

（
７
７
）１
１
１
１
。https://w

ww.asaya-hotel.co.jp/

錦
繍
映
え
る
「
葉
が
く
れ
の
湯
」

岩
づ
く
り
の
「
木
も
れ
陽
の
湯
」

　
開
湯
１
９
０
０
年
以
上
と
さ
れ
、
東
北

随
一
の
歴
史
を
誇
る
蔵
王
温
泉
（
山
形
県

山
形
市
）
。
温
泉
街
を
横
切
る
「
樹
氷
通

り
」
か
ら
少
し
入
っ
た
と
こ
ろ
に
館
を
構

え
る
、
名
湯
リ
ゾ
ー
ト
　
ル
ー
セ
ン
ト
タ

カ
ミ
ヤ
（
岡
崎
博
門
社
長
）
は
、
そ
の
名

の
通
り
、
名
湯
・
蔵
王
温
泉
を
ゆ
っ
た
り

と
楽
し
め
る
、
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
。

豊
富
な
湯
量
を
誇
り
、
「
美
肌
の
湯
」

「
子
宝
の
湯
」
な
ど
と
賞
さ
れ
る
、
蔵
王

温
泉
の
源
泉
を
１
０
０
％
か
け
流
し
に
し

た
温
泉
が
自
慢
だ
。
「
温
泉
の
湯
質
は
も

ち
ろ
ん
、
風
呂
の
広
さ
や
雰
囲
気
か
ら
、

高
見
屋
グ
ル
ー
プ
内
で
も
人
気
の
ホ
テ
ル

で
す
」
と
岡
崎
社
長
は
話
す
。

　
同
館
は
男
女
と
も
に
露
天
風
呂
と
内
風

呂
を
備
え
る
。
中
で
も
露
天
風
呂
「
葉
が

く
れ
の
湯
」
は
、
野
趣
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気

が
特
長
。
蔵
王
高
原
の
木
立
が
眼
前
に
広

が
り
、
吹
き
抜
け
る
風
を
感
じ
な
が
ら
入

る
少
し
ぬ
る
め
の
お
湯
は
、
つ
い
長
湯
し

て
し
ま
い
そ
う
な
心
地
良
さ
。
こ
れ
か
ら

の
季
節
は
、
紅
葉
や
雪
景
色
を
望
み
な
が

ら
の
湯
あ
み
も
楽
し
め
る
。

　
さ
ら
に
こ
の
ほ
ど
新
た
に
、
３
、
４
人

で
入
れ
る
小
ぶ
り
な
浴
槽
を
従
来
の
露
天

風
呂
浴
槽
の
隣
に
設
け
た
。
大
浴
槽
よ
り

も
冷
め
に
く
い
こ
と
か
ら
、
熱
め
の
温
泉

が
好
き
な
人
に
お
す
す
め
し
た
い
。

　
内
風
呂
に
は
源
泉
を
注
ぐ
「
木
も
れ
陽

の
湯
」
が
あ
る
。
岩
づ
く
り
の
浴
槽
に
湯

の
花
が
舞
う
様
子
は
、
秘
湯
を
訪
れ
た
よ

う
な
雰
囲
気
と
好
評
だ
。
木
も
れ
陽
の
湯

の
隣
に
は
、
沸
か
し
湯
を
注
い
だ
ヒ
ノ
キ

造
り
の
浴
槽
「
ひ
の
き
の
湯
」
も
あ
る
。

蔵
王
温
泉
は
国
内
で
２
番
目
に
酸
の
強

い
、
強
酸
性
の
温
泉
。
源
泉
と

沸
か
し
湯
に
交
互
に
入
っ
た

り
、
ひ
の
き
の
湯
を
上
が
り
湯

と
し
て
使
っ
た
り
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
入
り
方
が
で
き
る

の
が
う
れ
し
い
。

　
同
館
に
宿
泊
す
る
と
、
蔵
王

温
泉
内
の
名
湯
一
門
　
高
見
屋

グ
ル
ー
プ
の
う
ち
名
湯
舎
創
、

Ｊ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
な
ど
７
館
の
風
呂

を
自
由
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。
温
泉
街
を
そ
ぞ
ろ
歩
き
し

つ
つ
、
湯
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で

み
る
の
も
お
す
す
め
だ
。

　
▽
山
形
県
山
形
市
蔵
王
温
泉

９
４
２
。☎
０
２
３（
６
９
４
）

９
１
３
５
。https://meito-luce

nt.com/

岩
大
露
天
風
呂
　
六
花
仙

　
「
美
肌
の
湯
」
と
こ
だ
わ
り
の
料
理
を

楽
し
め
る
と
評
判
の
石
和
温
泉
「
華
や
ぎ

の
章
　
慶
山
」
（
千
須
和
昌
和
社
長
）
。

　
源
泉
掛
け
流
し
の
温
泉
は
ア
ル
カ
リ
性

単
純
温
泉
で
、
柔
ら
か
な
湯
触
り
と
肌
が

つ
る
つ
る
に
な
る
感
覚
が
心
地
良
い
と
呼

び
声
高
い
。
ポ
ー
ラ
・
オ
ル
ビ
ス
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
の
肌
科
学
研
究
で
肌
へ
の
有

用
性
が
証
明
さ
れ
、
「
バ
リ
ア
・
オ
ア
シ

ス
温
泉
」
に
も
認
定
さ
れ
た
。

　
四
つ
あ
る
浴
場
は
男
女
入
れ
替
え
制
。

大
浴
場
「
美
肌
の
湯
　
花
桐
」
「
美
肌
の

湯
　
花
野
」
は
御
影
石
が
敷
か
れ
、
落
ち

着
い
た
空
間
で
温
泉
を
じ
っ
く
り
堪
能
で

き
る
。
露
天
風
呂
は
こ
ん
こ
ん
と
湧
く
自

噴
温
泉
と
ヒ
ノ
キ
の
香
り
に
癒
や
さ
れ
る

「
桧ひ

の
き

大
露
天
風
呂
　
花
桧
」
と
、
風
情

あ
る
し
つ
ら
え
と
澄
ん
だ
空
気
に
包
ま
れ

る
「
岩
大
露
天
風
呂
　
六
花
仙
」
。
露
天

風
呂
付
き
客
室
に
も
源
泉
掛
け
流
し
の
温

泉
を
引
湯
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
で

「
美
肌
の
湯
」
を
堪
能
で
き
る
。

　
▽
山
梨
県
笛
吹
市
石
和
町
市
部
８
２

２
。
☎
０
５
５
（
２
６
２
）
２
１
６
１
。

https://keizan.com/

　
下
部
温
泉
は
武
田
信
玄
ゆ
か
り
の
隠
し

湯
の
里
。
創
業

年
を
迎
え
た
下
部
ホ
テ

ル
（
矢
崎
道
紀
社
長
）
は
、
１
万
坪
に
及

ぶ
自
然
林
の
中
に
た
た
ず
み
、
三
つ
の
源

泉
を
七
つ
の
露
天
風
呂
を
含
む

の
湯
船

で
堪
能
で
き
る
。

　
源
泉
は
、
敷
地
内
の
庭
園
の
地
下
か
ら

湧
出
す
る
単
純
硫
黄
泉
「
下
部
ホ
テ
ル
源

泉
」
と
、
引
き
湯
の
ア
ル
カ
リ
性
単
純
泉

「
下
部
奥
の
湯
高
温
源
泉
」
、
「
下
部
温

泉
共
同
泉
」
。
湯
船
ご
と
に
泉
質
の
異
な

る
湯
を
使
用
す
る
。

　
「
松
ぼ
っ
く
り
の
湯
」
は
、
八
角
形
の

ヒ
ノ
キ
の
湯
船
と
放
射
状
の
天
井
を
持
つ

八
角
檜ひ

の
き

風
呂
、野
趣
あ
ふ
れ
る
岩
露
天
、

低
温
泉
、二
つ
の
内
湯
。「
ほ
た
る
の
湯
」

は
、
庭
園
を
中
心
に
回
廊
を
巡
ら
せ
た
空

間
に
檜
風
呂
、
岩
露
天
、
陶
器
風
呂
、
低

温
泉
、
二
つ
の
内
湯
を
配
置
し
て
い
る
。

「
竹
と
ん
ぼ
の
湯
」
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対

応
の
貸
し
切
り
風
呂
で

人
ほ
ど
が
入
れ

る
。

　
昨
年
８
月
に
は
「
温
泉
露
天
風
呂
付
き

ス
ウ
ィ
ー
ト
ル
ー
ム
」
２
室
が
誕
生
。
地

元
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
里
山
料
理
も
評
判

だ
。
館
内
に
は
俳
優
、
石
原
裕
次
郎
さ
ん

が
療
養
で
長
期
滞
在
し
た
際
の
写
真
や
書

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
あ
る
。

　
▽
山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
上
之
平
１

９
０
０
。
☎
０
５
５
６
（
３
６
）
０
３
１

１
。https://www.shimobe.co.jp/

小
さ
な
滝
が
流
れ
、
山
野
草
が
咲
く
庭

園
を
望
む
檜
露
天

　
手
の
ひ
ら
を
広
げ
た
よ
う
な
五
つ
の
入

り
江
か
ら
な
る
五
浦
海
岸
（
茨
城
県
北
茨

城
市
）
。
五
浦
観
光
ホ
テ
ル
（
村
田
章
社

長
）
は
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
景
色
を
一
望

で
き
る
北
関
東
屈
指
の
名
宿
だ
。
岡
倉
天

心
、
横
山
大
観
ら
名
だ
た
る
芸
術
家
が
こ

の
地
を
拠
点
に
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
残
し

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

　
老
松
と
奇
岩
に
白
波
が
打
ち
寄
せ
る

「
海
」、天
心
、大
観
ゆ
か
り
の「
地
」、

冬
の
あ
ん
こ
う
鍋
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な

郷
土
の
味
覚
が
楽
し
め
る
「
食
」
、
そ
し

て
自
慢
の
「
湯
」
が
訪
れ
た
人
た
ち
を
魅

了
す
る
。

　
「
湯
」
で
体
験
し
た
い
の
が
、
別
館
大

観
荘
の
大
浴
場
「
大
観
の
湯
」
。
露
天
風

呂
は
雄
大
な
太
平
洋
を
眺
め
る
景
色
の
良

さ
が
自
慢
で
、
横
山
大
観
が
描
い
た
一
幅

の
日
本
画
の
よ
う
な
海
の
景
色
に
溶
け
込

む
一
体
感
を
満
喫
で
き
る
。
内
風
呂
も
大

き
な
窓
越
し
に
海
を
一
望
す
る
。

　
湯
は
源
泉
温
度

度
、
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富

な
掛
け
流
し
の
天
然
温
泉
。
神
経
痛
、
筋

肉
痛
、
冷
え
性
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾
病

に
効
く
と
評
判
だ
。

　
別
館
大
観
荘
に
は
、
横
山
大
観
旧
別
荘

の
離
れ
特
別
室
が
あ
り
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

の
露
天
風
呂
付
き
。１
棟
貸
し
切
り
で
、親

子
３
世
代
、
親
し
い
仲
間
と
の
集
い
の
場

と
し
て
ゆ
っ
く
り
利
用
し
た
い
。
も
ち
ろ

ん
、
１
人
、２
人
か
ら
の
利
用
も
可
能
だ
。

　
「
椿つ

ば
き

の
湯
」
「
浜
菊
の
湯
」
と
い
う

二
つ
の
貸
し
切
り
風
呂
も
設
け
て
い
る
。

浜
菊
の
湯
は
手
す
り
を
備
え
る
な
ど
バ
リ

ア
フ
リ
ー
設
計
。
体
の
不
自
由
な
人
や
高

齢
者
も
安
心
だ
。

　
本
館
の
大
浴
場
「
五
浦
の
湯
」
は
、
木

々
に
囲
ま
れ
た
庭
園
露
天
風
呂
と
内
風

呂
。
木
々
の
緑
と
ゆ
っ
た
り
流

れ
る
滝
の
音
、
そ
し
て
遠
く
か

ら
か
す
か
に
聞
こ
え
る
潮
騒
が

訪
れ
た
人
々
の
心
と
体
を
癒
や

す
。
数
奇
屋
風
の
屋
根
と
足
元

の
石
畳
、
湯
船
の
か
た
わ
ら
に

立
つ
石
灯
籠
も
印
象
的
だ
。

　
内
風
呂
は
、
こ
の
庭
園
露
天

風
呂
を
大
き
な
窓
越
し
に
眺
め

る
。
外
か
ら
差
し
込
む
日
の
光

と
浴
槽
か
ら
昇
る
湯
煙
が
〝
湯

情
〟
を
一
層
引
き
立
た
せ
る
。

　
▽
茨
城
県
北
茨
城
市
大
津
町

７
２
２
。☎
０
２
９
３（
４
６
）

１
１
１
１
。https://www.izura

.net/

大
観
の
湯

雄
大
な
太
平
洋
を
一
望
で
き
る
絶
景
が

自
慢

松
乃
井
の
全
景

　
群
馬
県
水
上
温
泉
の
「
源
泉
湯
の
宿
　

松
乃
井
」
（
戸
澤
千
秋
社
長
）
は
、
４
本

の
自
家
源
泉
か
ら
湯
を
引
き
、
二
つ
の
大

浴
場
、
三
つ
の
露
天
風
呂
、
五
つ
の
貸
し

切
り
風
呂
に
掛
け
流
し
て
い
る
。
肌
に
優

し
い
湯
と
評
判
で
、
湯
殿
の
底
か
ら
外
気

に
触
れ
さ
せ
ず
に
湧
き
上
が
ら
せ
た
湯
を

「
極
上
・
熟
成
温
泉
」
「
生
温
泉
」
と
し

て
商
標
登
録
し
て
い
る
。

　
二
つ
の
大
浴
場
は
「
蛍
あ
か
り
の
湯
」

と
「
月
あ
か
り
の
湯
」
。
そ
れ
ぞ
れ
に
趣

の
異
な
る
露
天
風
呂
や
湯
船
を
備
え
て
お

り
、温
泉
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
で
き
る
。

　
蛍
あ
か
り
の
湯
は
、松
乃
井
の
小
川
と
、

自
慢
の
庭
園
に
見
え
隠
れ
す
る
蛍
を
テ
ー

マ
に
し
て
い
る
。
本
物
の
蛍
が
育
ち
、
放

つ
光
と
と
も
に
、蛍
を
模
し
た
演
出
照
明
、

そ
し
て
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
人
々
の
心
と

体
を
癒
や
す
。

　
月
あ
か
り
の
湯
は
、広
々
と
し
た
内
湯
、

露
天
風
呂
と
と
も
に
、
読
書
や
昼
寝
が
で

き
る
低
温
の
サ
ウ
ナ
ル
ー
ム
「
ナ
ッ
ピ
ン

グ
ル
ー
ム
」を
装
備
。男
性
用
に
サ
ウ
ナ
、

女
性
用
に
ミ
ス
ト
サ
ウ
ナ
も
備
え
る
。

　
露
天
風
呂
は
、
庭
園
を
眺
め
な
が
ら
ゆ

っ
た
り
と
楽
し
め
る
「
火
あ
か
り
の
湯
」

も
。
１
泊
の
滞
在
で
温
泉
ざ
ん
ま
い
を
楽

し
め
る
。

　
貸
し
切
り
風
呂
は
五
つ
の
う
ち
２
カ
所

が
露
天
風
呂
。
「
カ
ン
テ
ラ
の
湯
」
「
星

空
の
湯
」
の
名
称
で
、
そ
れ
ぞ
れ
名
称
に

合
っ
た
演
出
を
し
て
い
る
。
貸
し
切
り
風

呂
は
ほ
か
に
、
「
夢
想
の
湯
」
「
清
雅
の

湯
」「
蒼
空
の
湯
」。そ
れ
ぞ
れ
信
楽
焼
、

ヒ
ノ
キ
、
ヒ
バ
の
浴
槽
で
、
お
し
ゃ
れ
で

洗
練
さ
れ
た
く
つ
ろ
ぎ
空
間

だ
。

　
客
室
は
露
天
風
呂
付
き
、
半

露
天
風
呂
付
き
を
含
め
て
和

室
、
洋
室
、
和
洋
室
な
ど
計
２

３
２
室
。
ス
テ
ー
ジ
キ
ッ
チ
ン

を
備
え
た
和
洋
中
の
ビ
ュ
ッ
フ

ェ
も
人
気
だ
。

　
近
隣
に
は
「
松
乃
井
別
邸
」

と
し
て
「
四
季
の
湯
宿
　
桃
山

流
（
も
も
や
ま
な
が
れ
）
」
が

２
０
２
３
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
。
半
露
天
風
呂
付
き
７
室

の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
施
設
だ
。

　
▽
群
馬
県
利
根
郡
み
な
か
み

町
湯
原
５
５
１
。
☎
０
２
７
８

（
７
２
）３
２
０
０
。https://w

ww.matsunoi.com/

「
蛍
あ
か
り
の
湯
」
の
露
天
風
呂

野
天
風
呂
　
望
渓
の
湯

　
慶
雲
館
（
川
野
健
治
郎
社
長
）
は
、
創

業
が
飛
鳥
時
代
の
慶
雲
２
年（
７
０
５
年
）

で
、
「
世
界
最
古
の
宿
」
と
し
て
ギ
ネ
ス

ブ
ッ
ク
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。
藤
原
鎌
足

の
長
男
が
開
湯
し
た
と
い
う
温
泉
は
、
千

年
を
超
す
歳
月
の
中
で
一
度
も
枯
れ
ず
、

戦
国
武
将
や
文
人
を
含
め
多
く
の
人
々
に

愛
さ
れ
て
き
た
。

　
自
然
湧
出
の
源
泉
を
４
本
所
有
す
る
ほ

か
、
２
０
０
５
年
に
開
湯
１
３
０
０
年
の

記
念
事
業
で
掘
削
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
高

温
、
豊
富
な
湯
量
を
持
つ
自
噴
泉
を
掘
り

当
て
た
。
給
湯
、
シ
ャ
ワ
ー
に
至
る
ま
で

源
泉
か
ら
加
水
・
加
温
せ
ず
に
使
用
し
て

い
る
。

　
趣
の
異
な
る
６
種
類
の
風
呂
が
あ
る
。

高
野
槙ま

き

を
使
っ
た
「
野
天
風
呂
　
望
渓
の

湯
」
、
白
鳳
石
を
配
し
た
「
渓
流
野
天
風

呂
　
白
鳳
の
湯
」
は
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
、

四
季
の
自
然
を
感
じ
ら
れ
る
。
「
桧
香
の

湯
」
と
「
石
風
の
湯
」
は
最
上
階
の
展
望

風
呂
。
石
造
り
の
貸
し
切
り
野
天
風
呂

（
２
カ
所
）
は
予
約
制
で
利
用
で
き
る
。

　
▽
山
梨
県
南
巨
摩
郡
早
川
町
西
山
温

泉
。
☎
０
５
５
６
（
４
８
）
２
１
１
１
。

https://www.keiunkan.co.jp/

（５） 第３２８１号第３種郵便物認可２０２５年（令和７年）８月３１日（日曜日）増刊



泉
質
、設
備
、ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
―
個
性
が
光
る

軒

「
こ
だ
わ
り
の
宿
」特
集（
温
泉
・
浴
場
編
）４
～
７
面

こ
の
特
集
は「
観
光
経
済
ド
ッ
ト
コ
ム
」で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

福 井 県・
あわら温泉　まつや千千

北
陸
最
大
級
の
源
泉
露
天
風
呂

長 野 県・
湯田中温泉　一茶のこみち美湯の宿

正
真
正
銘
の
源
泉

％
掛
け
流
し

静 岡 県・
修善寺温泉　新井旅館

湯
殿
も
館
も
登
録
文
化
財
の
宿

和 歌 山 県・
南紀勝浦温泉　ホテル浦島

天
然
洞
窟
の
中
に
温
泉
湧
出

静岡県・
稲取温泉　稲取銀水荘

海
岸
線
を
望
む
絶
景
露
天

兵庫県・
湯村温泉　朝野家

全
て
を
源
泉
掛
け
流
し
で

富 山 県・
金太郎温泉　金太郎温泉　光風閣

施
設
改
修
で
高
品
質
旅
館
へ

広 島 県・
きのえ温泉　ホテル清風館

多
島
美
を
望
む
絶
景
露
天
風
呂

女
性
用
「
百
百
の
湯
」
露
天
風
呂

　
ま
つ
や
千
千
（
伊
藤
和
幸
社
長
）
は
、

湯
が
満
ち
あ
ふ
れ
、
思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ

れ
る
「
千
の
こ
ぼ
れ
湯
」
と
名
付
け
た
源

泉
露
天
風
呂
が
自
慢
だ
。
北
陸
最
大
級
と

称
さ
れ
る
浴
場
施
設
で
、
趣
の
異
な
る
多

彩
な
風
呂
で
湯
め
ぐ
り
が
楽
し
め
る
。

　
男
性
用
の「
万
万
の
湯
」は
、か
め
湯
、

寝
湯
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
露
天
風
呂

と
開
放
的
な
大
浴
場
。
女
性
用
の
「
百
百

の
湯
」
に
は
、
つ
ぼ
湯
、
ジ
ャ
グ
ジ
ー
風

呂
な
ど
、
七
湯
め
ぐ
り
を
楽
し
め
る
露
天

風
呂
や
大
浴
場
。
岩
盤
浴
と
同
じ
効
果
が

あ
る
ヒ
ー
リ
ン
グ
サ
ウ
ナ
も
あ
る
。ま
た
、

女
性
専
用
の
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
で
は
、
ア
ロ

マ
オ
イ
ル
や
バ
リ
の
漢
方
を
用
い
た
本
格

的
な
施
術
が
受
け
ら
れ
る
。

　
客
室
数
は
１
１
８
室
。
標
準
タ
イ
プ
の

客
室
が
そ
ろ
う
「
ゆ
う
ゆ
う
館
」
、
少
し

ぜ
い
た
く
に
過
ご
せ
る「
せ
ん
せ
ん
館
」、

特
別
フ
ロ
ア
の
「
時
忘
れ
離
座
」
の
３
タ

イ
プ
。

　
こ
の
う
ち
特
別
フ
ロ
ア「
時
忘
れ
離
座
」

は
、
９
室
全
て
の
客
室
に
源
泉
露
天
風
呂

を
備
え
て
い
る
。
料
理
も
専
用
の
食
事
処

で
、
食
材
を
厳
選
し
た
離
座
オ
リ
ジ
ナ
ル

会
席
を
提
供
し
て
い
る
。

　
▽
福
井
県
あ
わ
ら
市
舟
津

の

。
☎

０
７
７
６（
７
７
）２
５
６
０
。https://m

atuyasensen.co.jp/

　
長
野
県
湯
田
中
温
泉
の
「
一
茶
の
こ
み

ち
美
湯
の
宿
」
（
斉
須
正
男
社
長
）
は
、

三
つ
の
源
泉
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
湯
が
特

徴
。
加
水
・
加
温
な
し
の
正
真
正
銘
、
源

泉
掛
け
流
し
１
０
０
％
の
温
泉
だ
。
県
独

自
の
厳
格
な
温
泉
規
格
に
も
初
め
て
認
定

さ
れ
た
と
い
う
。

　
温
泉
は
生
き
物
と
い
わ
れ
、
天
候
や
気

温
、
利
用
者
の
人
数
に
よ
り
そ
の
状
態
は

変
化
す
る
。
同
館
は
湯
守
が
１
日
中
、
温

泉
の
湯
量
と
温
度
を
調
整
。
利
用
客
に
清

潔
で
心
地
良
い
湯
あ
み
を
楽
し
ん
で
も
ら

っ
て
い
る
。

　
大
浴
場
は
「
菖
蒲
（
あ
や
め
）
ノ
湯
」

「
蕗
（
ふ
き
）
ノ
湯
」
。
内
風
呂
は
全
て

が
ジ
ャ
グ
ジ
ー
で
、
人
体
へ
の
マ
ッ
サ
ー

ジ
効
果
と
と
も
に
、
湯
を
柔
ら
か
く
す
る

「
湯
も
み
」
効
果
を
備
え
る
。

　
露
天
風
呂
は
菖
蒲
ノ
湯
が
岩
、
蕗
ノ
湯

が
ひ
の
き
の
浴
槽
で
、
す
が
す
が
し
い
信

州
の
風
を
感
じ
な
が
ら
心
身
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
る
。

　
屋
上
に
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
の
中
、

温
泉
が
楽
し
め
る
貸
し
切
り
露
天
風
呂
が

あ
り
、
春
夏
秋
冬
、
信
州
ら
し
い
景
色
を

眺
め
な
が
ら
温
泉
を
満
喫
で
き
る
。

分

間
２
千
円
（
税
込
み
）
。

　
▽
長
野
県
下
高
井
郡
山
ノ
内
町
平
穏
２

９
５
１
の
１
。
☎
０
２
６
９
（
３
３
）
４

１
２
６
。https://yudanakaview.co.jp/

菖
蒲
ノ
湯
　
岩
露
天
風
呂

　
静
岡
県
伊
豆
修
善
寺
温
泉
の
新
井
旅
館

（
相
原
昌
一
郎
社
長
）
は
、
明
治
５
年
創

業
の
伝
統
的
日
本
旅
館
。
敷
地
内
の
浴
場

を
含
む

の
建
物
が
国
の
登
録
文
化
財
と

な
っ
て
い
る
。

　
総
ひ
の
き
造
り
の
「
天
平
大
浴
堂
」
は

歴
史
画
の
大
家
、安
田
靫
彦（
ゆ
き
ひ
こ
）

の
設
計
。
天
平
時
代
の
建
築
を
再
現
し
よ

う
と
、
昭
和
６
年
か
ら
３
年
の
歳
月
を
か

け
て
完
成
さ
せ
た
。
浴
室
内
か
ら
池
を
泳

ぐ
コ
イ
を
眺
め
る
仕
掛
け
が
楽
し
い
。

　
こ
の
仕
掛
け
は
「
あ
や
め
の
湯
」
や
、

貸
し
切
り
風
呂
か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
特
に
貸
し
切
り
風
呂
は
同
館
に

逗
留

と
う
り
ゅ
う

し
た
芥
川
龍
之
介
も
お
気
に
入
り

だ
っ
た
と
い
う
。

　
同
年
４
月
は
新
た
に
半
露
天
と
な
る

「
折
節
の
湯
　
雪
花
」
も
オ
ー
プ
ン
。
従

来
の
野
天
風
呂「
木
洩
れ
日（
こ
も
れ
び
）

の
湯
」
と
も
に
、
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
が
さ
ら

に
充
実
し
た
。

　
全
て
の
浴
場
が
天
然

温
泉
の
掛
け
流
し
。
泉

質
は
ア
ル
カ
リ
性
単
純

泉
で
肌
に
良
く
、
「
美

人
の
湯
」
と
評
判
だ
。

　
▽
静
岡
県
伊
豆
市
修

善
寺
９
７
０
。
☎
０
５

５
８
（
７
２
）
２
０
０

７
。https://arairyokan

.net

天
平
大
浴
堂

　
三
方
が
海
に
面
し
た
岬
に
建
つ
和
歌
山

県
南
紀
勝
浦
温
泉
の
ホ
テ
ル
浦
島
（
松
下

哲
也
社
長
）
は
、
本
館
、
山
上
館
、
日
昇

館
、
な
ぎ
さ
館
の
四
つ
の
建
物
に
六
つ
の

大
浴
場
が
あ
り
、
１
日
の
滞
在
で
は
と
て

も
回
り
切
れ
な
い
ほ
ど
だ
。

　
大
洞
窟
風
呂
「
忘
帰
洞
」
は
、
天
然
の

洞
窟
の
中
に
温
泉
が
湧
出
。
大
正
時
代
に

旅
館
営
業
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
こ
の
地
を

訪
れ
た
紀
州
徳
川
家

代
当
主
の
徳
川
頼

倫
公
が
「
帰
る
の
を
忘
れ
さ
せ
る
ほ
ど
心

地
良
い
」
と
言
い
、
こ
の
名
が
付
い
た
。

海
が
間
近
に
迫
る
絶
景
も
自
慢
だ
。

　
館
内
に
は
も
う
一
つ
の
天
然
洞
窟
風
呂

「
玄
武
洞
」
に
加
え
、
「
滝
の
湯
」
「
ハ

マ
ユ
ウ
の
湯
」
「
磯
の
湯
」
「
遙
峰
（
よ

う
ほ
う
）
の
湯
」
が
あ
る
。

　
ホ
テ
ル
に
は

の
源
泉
が
あ
り
、

度

の
硫
黄
分
を
含
む
極
め
て
濃
度
の
濃
い
温

泉
が
湧
き
出
る
。
大
浴
場
で
こ
の
源
泉
掛

け
流
し
の
湯
に
よ
っ
て
疲
れ
を
癒
や
す
と

と
も
に
、
「
熊
野
ｃ
ｕ
ｉ
ｓ
ｉ
ｎ
ｅ
」
と

題
し
た
地
元
熊
野
の
海

と
山
の
食
材
を
使
用
し

た
料
理
を
心
ゆ
く
ま
で

堪
能
し
て
ほ
し
い
。

　
▽
和
歌
山
県
東
牟
婁

郡
那
智
勝
浦
町
勝
浦
１

１
６
５
の
２
。
☎
０
７

３
５
（
５
２
）
１
０
１

１
。https://urashimare

sortsandspa.jp/wakaya
ma-hotelurashima/

大
洞
窟
風
呂
「
忘
帰
洞
」

　
伊
豆
半
島
東
海
岸
に
あ
る
稲
取
銀
水
荘

（
加
藤
晃
太
社
長
）
の
温
浴
施
設
は
、
大
浴
場
や
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
の
露
天
風
呂

は
も
ち
ろ
ん
、
全

室
の
露
天
風
呂
付
き

客
室
も
含
め
、
全
て
自
家
源
泉
を
使
用
し

て
い
る
。

　
同
館
の
源
泉
は
、
弱
ア
ル
カ
リ
性
の
塩

化
物
泉
。
保
湿
性
が
高
く
女
性
に
も
大
変

人
気
な
温
泉
で
、
ほ
か
に
も
切
り
傷
や
や

け
ど
、
神
経
痛
や
筋
肉
痛
、
関
節
痛
に
も

よ
く
効
く
。
湯
量
も
豊
富
で
、
そ
の
湧
出

量
は
毎
分
２
７
０
㍑
。

　
浴
場
は
、
大
浴
場
に
併
設
さ
れ
た
オ
ー

シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
の
展
望
露
天
風
呂
に
定
評

が
あ
る
。
２
０
２
２
年
の

月
に
は
寝
湯

も
新
設
。
時
間
の
移
り
に
合
わ
せ
て
表
情

を
変
え
る
相
模
灘
の
海
を
眺
め
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
体
を
休
ま
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
屋
内
に
は
水
風
呂
を
備
え
た
サ
ウ
ナ

施
設
も
完
備
し
て
お
り
、
浴
場
全
体
で

「
整
う
」
感
覚
を
楽
し
め
る
。

　
▽
静
岡
県
賀
茂
郡
東
伊
豆
町
稲
取
１
６

２
４
の
１
。
☎
０
５
５
７
（
９
５
）
２
２

１
１
。https://www.inatori-ginsuiso.jp/

寝
湯
を
新
設
し
た
展
望
露
天
風
呂

広
々
と
し
た
湯
殿

　
兵
庫
県
湯
村
温
泉
の
朝
野
家
（
朝
野
泰

昌
社
長
）
は
、
自
ら
が
五
つ
の
源
泉
を
保

有
し
、
毎
分
４
３
０
㍑
、

・
４
度
の
高

温
の
湯
を
自
然
湧
出
。
こ
れ
ら
を
大
浴
場

は
も
と
よ
り
全
て
の
客
室
で
掛
け
流
し
で

使
っ
て
い
る
。
「
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
全
て

天
然
温
泉
」
。
客
室
の
洗
面
所
ま
で
温
泉

の
旅
館
は
珍
し
い
。

　
大
浴
場
、
露
天
風
呂
は
「
彦
星
」
「
織

姫
」
が
あ
り
、
男
女
入
れ
替
え
制
。
大
浴

場
は
ひ
の
き
の
香
り
が
す
が
す
が
し
い
広

々
と
し
た
湯
殿
。
露
天
風
呂
は
情
緒
あ
ふ

れ
る
わ
ら
ぶ
き
屋
根
と
大
き
な
水
車
を
し

つ
ら
え
た
、
豪
快
さ
と
シ
ズ
ル
感
が
溶
け

合
っ
た
空
間
。
樹
齢
１
２
０
０
年
の
ひ
の

き
を
使
っ
た
浴
槽
に
は
ぜ
ひ
、
つ
か
っ
て

み
た
い
。
露
天
風
呂
か
ら
地
下
に
下
り
る

と
地
熱
を
利
用
し
た
地
熱
低
温
サ
ウ
ナ

「
夢
千
代
洞
」
が
あ
る
。

　
泉
質
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
―
炭
酸
水
素
塩
・

塩
化
物
・
硫
酸
塩
泉
。
肌
を
柔
ら
か
く
、

白
く
、
つ
る
つ
る
に
す
る
「
美
肌
の
湯
」

だ
。

　
温
泉
街
の
中
心
「
荒
湯
」
（
源
泉
）
で

は
、
高
温
の
湯
つ
ぼ
を
使
っ
た
ゆ
で
卵
作

り
が
体
験
で
き
る
。併
せ
て
楽
し
み
た
い
。

　
▽
兵
庫
県
美
方
郡
新
温
泉
町
湯
１
２
６

９
。
☎
０
７
９
６
（
９
２
）
１
０
０
０
。

https://www.asanoya.co.jp/

「
カ
ル
ナ
の
館
」
の
庭
園
大
露
天
風
呂

　
昨
年
の
第

回
「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
１

０
０
選
」
で
前
年
の

位
か
ら

位
に
躍

進
し
た
金
太
郎
温
泉（
富
山
県
魚
津
市
）。

１
９
６
５
年
、
掘
削
に
よ
り
地
下
約
千
㍍

か
ら
湧
き
出
し
た
含
硫
黄
―
ナ
ト
リ
ウ
ム

・
カ
ル
シ
ウ
ム
―
塩
化
物
泉
で
、
食
塩
泉

と
硫
黄
泉
が
混
合
し
た
泉
質
は
国
内
で
も

珍
し
い
。

度
前
後
の
高
温
の
湯
で
、
成

分
の
濃
さ
と
効
能
に
は
定
評
が
あ
る
。

　
「
金
太
郎
温
泉
　
光
風
閣
」
（
木
下
荘

司
社
長
）
は
、
「
人
気
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル

２
５
０
選
」
に
通
算
５
回
以
上
入
選
し
て

い
る
「
５
つ
星
の
宿
」
の
一
つ
。
客
室
を

は
じ
め
、
館
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
を
段

階
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
温
泉
旅
館
と

し
て
の
魅
力
を
一
層
高
め
て
い
る
。

　
「
金
太
郎
温
泉
　
日
帰
り
温
泉
カ
ル
ナ

の
館
」
は
、
全
国
か
ら
集
め
た
銘
石
、
奇

石
を
使
い
、
雄
大
な
立
山
連
峰
を
再
現
し

た
「
立
山
連
峰
パ
ノ
ラ
マ
大
浴
殿
」
、
開

放
感
あ
ふ
れ
る
「
庭
園
大
露
天
風
呂
」
を

備
え
た
総
面
積
８
０
０
坪
の
壮
大
な
癒
や

し
の
空
間
。
創
業
者
が
発
案
し
た
秘
伝
の

入
浴
法
も
あ
り
、
ぜ
ひ
お
試
し
い
た
だ
き

た
い
。

　
▽
富
山
県
魚
津
市
天
神
野
新
６
０
０

０
。
☎
０
７
６
５
（
２
４
）
１
２
２
０
。

https://www.kintarouonsen.co.jp/

瀬
戸
内
を
大
パ
ノ
ラ
マ
で
一
望
で
き
る

絶
景
露
天
風
呂

　
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
離
島
、
大
崎
上
島

町
に
あ
る
き
の
え
温
泉
　
ホ
テ
ル
清
風
館

（
広
島
県
、
村
上
和
夫
社
長
）
は
、
穏
や

か
な
海
と
多
島
美
を
見
下
ろ
す
絶
景
の
地

に
た
た
ず
む
癒
や
し
の
宿
。
周
辺
の
港
か

ら
フ
ェ
リ
ー
で
約

分
、
船
で
し
か
行
け

な
い
旅
情
も
魅
力
で
、
乗
船
と
と
も
に
心

と
体
が
ほ
ど
け
る
よ
う
な
開
放
感
が
味
わ

え
る
。

　
最
大
の
自
慢
は
、
瀬
戸
内
の
島
々
を
大

パ
ノ
ラ
マ
で
一
望
で
き
る
絶
景
露
天
風

呂
。
大
潮
の
日
に
は
眼
下
に
渦
潮
、
晴
れ

の
日
に
は
遠
く
石
鎚
連
峰
を
望
む
こ
と
が

で
き
、
四
季
折
々
の
自
然
美
を
湯
に
つ
か

り
な
が
ら
堪
能
で
き
る
と
あ
っ
て
、
多
数

の
メ
デ
ィ
ア
で
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
泉
質
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を

多
く
含
む
塩
化
物
冷
鉱
泉
で
、
神
経
痛
、

関
節
痛
等
に
効
能
あ
り
。
病
後
の
回
復
期

に
も
適
し
て
い
る
。

　
大
浴
場
に
は
た
る
型
バ
レ
ル
サ
ウ
ナ
を

備
え
、
小
窓
か
ら
望
む
瀬
戸
内
の
風
景
も

ま
た
格
別
だ
。
日
常
を
離
れ
、
穏
や
か
な

島
時
間
の
中
で
、
心
身
と
も
に
と
と
の
う

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
て
は
。

　
▽
広
島
県
豊
田
郡
大
崎
上
島
町
沖
浦
１

９
０
０
。
☎
０
８
４
６
（
６
２
）
０
５
５

５
。https://hotel-seifukan.co.jp/
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湯
ざ
わ
り
な
め
ら
か〝
美
人
の
湯
〟

岐阜県・下呂温泉　水明館

サ
ウ
ナ
付
き
客
室
が
人
気

香 川 県 ・
こんぴら温泉郷　琴平グランドホテル桜の抄

趣
異
な
る
湯
浴
み
を
堪
能

愛媛県・
道後温泉　道後プリンスホテル奥

伊
豆
の
天
然
の
恵
み
の
お
も
て
な
し

静岡県・観音温泉　飲泉、自家源泉かけ流しの秘湯　観音温泉

露
天
風
呂
、サ
ウ
ナ
か
ら
絶
景

長野県・白樺温泉　白樺リゾート池の平ホテル

二
つ
の
源
泉
を
持
つ
野
天
風
呂

愛 媛 県・
見奈良温泉　くつろぎの宿　樹楽

湖
面
に
映
る
逆
さ
富
士
を
一
望

山梨県・富士河口湖温泉郷　　秀峰閣　湖月

開
放
感
と
南
国
情
緒
に
浸
る

大 分 県 ・
別府鉄輪温泉　おにやまホテル

　
日
本
三
名
泉
の
一
つ
、
下
呂
温
泉
の
水

明
館
（
瀧
康
洋
社
長
）
に
は
、
臨
川
閣
、

山
水
閣
、
飛
泉
閣
の
各
棟
に
大
浴
場
が
あ

る
。
宿
泊
者
は
全
て
の
大
浴
場
が
利
用
で

き
る
。
な
め
ら
か
な
湯
ざ
わ
り
の
〝
美
人

の
湯
〟
が
好
評
だ
。

　
臨
川
閣
３
階
の
「
下
留
（
し
も
ど
め
）

の
湯
」
は
、
窓
の
外
に
日
本
庭
園
が
広
が

り
、
浴
場
一
帯
に
木
の
香
り
が
漂
う
、
心

身
と
も
に
癒
や
さ
れ
る
空
間
。高
温
浴
槽
、

低
温
浴
槽
、
ひ
の
き
風
呂
、
サ
ウ
ナ
と
、

多
彩
に
楽
し
め
る
豪
華
な
設
計
だ
。天
井
、

壁
、
柱
に
も
ひ
の
き
を
配
す
な
ど
、
徹
底

し
て
ひ
の
き
に
こ
だ
わ
る
。宿
泊
客
専
用
。

　
山
水
閣
１
階
は
、
樹
木
の
緑
と
巨
岩
に

囲
ま
れ
た
野
趣
あ
ふ
れ
る
野
天
風
呂
が
あ

る
。
男
性
用
「
龍
神
の
湯
」
と
、
女
性
用

「
観
音
の
湯
」
。
山
間
を
吹
き
渡
る
風
が

心
地
良
く
、
飛
騨
の
星
空
を
眺
め
な
が
ら

温
泉
に
つ
か
る
至
福
の
ひ
と
と
き
を
楽
し

め
る
。男
女
と
も
、内
湯「
ぼ
た
ん
風
呂
」

も
備
え
る
。

　
飛
泉
閣
９
階
の
「
展
望
大
浴
場
」
は
、

明
る
く
広
々
と
し
た
大
浴
場
。
一
面
ガ
ラ

ス
張
り
の
窓
か
ら
温
泉
街
の
景
色
や
飛
騨

の
山
々
を
一
望
す
る
。

時
間
い
つ
で
も

利
用
で
き
る
の
が
う
れ
し
い
（
清
掃
時
間

を
除
く
）
。

　
臨
川
閣
４
階
に
は
二
つ
の
貸
し
切
り
風

呂
と
岩
盤
浴
が
あ
る
。

　
貸
し
切
り
風
呂
「
七
里
の
湯
」
は
木
の

香
漂
う
純
和
風
の
ひ
の
き
風
呂
。
脱
衣
所

の
ス
ペ
ー
ス
が
広
く
、
段
差
が
少
な
い
の

が
特
徴
だ
。
も
う
一
つ
の
「
織
部
の
湯
」

は
レ
ト
ロ
調
の
陶
器
の
風
呂
。

　
岩
盤
浴
は
温
め
ら
れ
た
天
然
鉱
石
に
よ

る
遠
赤
外
線
効
果
、
マ
イ
ナ
ス

イ
オ
ン
効
果
で
利
用
者
の
リ
ラ

ッ
ク
ス
、健
康
増
進
、癒
や
し
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
。
鉱
石
は
麦
飯

石
、
溶
岩
石
、
波
動
石
、
世
界

で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
貴
重
な

ラ
ジ
ウ
ム
鉱
石
「
バ
ド
ガ
シ
ュ

タ
イ
ン
鉱
石
」な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

　
全
大
浴
場
の
混
雑
状
況
を
客

室
内
の
テ
レ
ビ
や
館
内
各
所
の

モ
ニ
タ
ー
で
確
認
で
き
る
。
湯

巡
り
を
す
る
利
用
者
か
ら
好
評

だ
。

　
▽
岐
阜
県
下
呂
市
幸
田
１
２

６
８
。
☎
０
５
７
６
（
２
５
）

２
８
０
０
。https://www.suim

eikan.co.jp/

下
留
の
湯

野
天
風
呂
　
龍
神
の
湯
（
男
性
用
）

初
音
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
　
サ
ウ
ナ
＆
ス
パ

ル
ー
ム

　
琴
平
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
桜
の
抄
（
近
兼

弘
幸
社
長
）
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
サ
ウ
ナ
を

備
え
た
客
室
が
人
気
だ
。
客
室
で
寛
ぎ
な

が
ら
、
ロ
ウ
リ
ュ
サ
ウ
ナ
、
水
風
呂
、
温

泉
の
風
呂
を
自
由
に
い
つ
で
も
堪
能
で

き
、
し
っ
か
り
「
と
と
の
う
」
こ
と
が
で

き
る
。

　
２
０
２
４
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
和

モ
ダ
ン
調
の
和
洋
室
「
初
音
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
　
サ
ウ
ナ
＆
ス
パ
ル
ー
ム
」
（
４
室
）

は
ロ
ウ
リ
ュ
サ
ウ
ナ
を
完
備
。
水
風
呂
に

加
え
、
こ
ん
ぴ
ら
温
泉
の
湯
を
引
い
た
風

呂
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
５
～
７
人
の
小
グ
ル
ー
プ
や
３
世
代
で

の
宿
泊
に
は
、
「
初
音
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
　

サ
ウ
ナ
＆
ス
パ
ル
ー
ム
」
の
客
室
に
コ
ネ

ク
ト
ル
ー
ム
を
追
加
し
た
「
初
音
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
　
コ
ネ
ク
ト
―
サ
ウ
ナ
＆
ス
パ
ル

ー
ム
」
と
し
て
の
利
用
も
可
能
に
な
っ
て

い
る
。

　
こ
の
他
に
「
ゆ
す
ら
ん
」
タ
イ
プ
の
客

室
に
も
、ロ
ウ
リ
ュ
ウ
サ
ウ
ナ
、水
風
呂
、

温
泉
風
呂
を
備
え
た
客
室
（
１
室
）
が
あ

る
。

　
▽
香
川
県
仲
多
度
郡
琴
平
町
９
７
７
の

１
。
☎
０
８
７
７
（
７
５
）
３
２
１
８
。

https://www.sakuranosho.jp/

庭
園
露
天
風
呂
　
右
の
湯

　
道
後
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
（
佐
渡
祐
収
社

長
）
は
、
大
浴
場
と
庭
園
露
天
風
呂
が
二

階
層
に
跨
る
湯
処
が
自
慢
。
大
浴
場
に
は

メ
イ
ン
浴
槽
の
ほ
か
、
バ
イ
ブ
ラ
バ
ス
、

シ
ル
ク
バ
ス
、
ロ
ウ
リ
ュ
サ
ウ
ナ
、
ス
チ

ー
ム
サ
ウ
ナ
な
ど
を
備
え
、
庭
園
露
天
風

呂
で
は
釜
、
瓶
、
小
判
、
檜ひ

の
き

、
石
切
、

岩
、
八
角
檜
、
寝
風
呂
の
８
種
の
趣
の
異

な
る
湯
浴
み
が
堪
能
で
き
る
。

　
ぜ
い
た
く
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
タ
イ
ム
が

過
ご
せ
る
貸
し
切
り
露
天
風
呂（
檜
、桶
、

陶
器
、
石
）
は
、
温
泉
宿
・
ホ
テ
ル
総
選

挙
で
四
国
エ
リ
ア
１
位
を
獲
得
。
み
か
ん

ボ
ー
ル
の
湯
、
ま
ん
が
の
湯
、
さ
ま
ざ
ま

な
館
内
イ
ベ
ン
ト
、
レ
ト
ロ
な
ボ
ン
ネ
ッ

ト
バ
ス
の
送
迎
な
ど
、
お
子
さ
ま
に
も
人

気
の
演
出
も
多
彩
で
、
ま
る
で
テ
ー
マ
パ

ー
ク
気
分
で
道
後
の
滞
在
を
楽
し
め
る
。

　
同
ホ
テ
ル
は
創
業

周
年
を
迎
え
会
席

料
理
も
一
新
。
魅
力
満
載
の
記
念
プ
ラ
ン

や
全
国
モ
デ
ル
と
な
る
斬
新
な
取
り
組
み

に
も
注
目
が
集
ま
る
。
　

　
▽
愛
媛
県
松
山
市
道
後
姫
塚
１
０
０
。

☎
０
８
９（
９
４
７
）５
１
１
１
。https

://www.dogoprince.co.jp

「
産
土
亭
」
コ
ネ
ク
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
の
足
湯

と
露
天
風
呂

ア
ル
カ
リ
源
泉
で
漬
け
込
み
昔
な
が
ら
の

天
日
干
し
で
仕
上
げ
る
「
源
泉
梅
干
し
」

　
伊
豆
奥
下
田
「
飲
泉
・
自
家
源
泉
か
け

流
し
の
宿
」観
音
温
泉（
鈴
木
和
江
会
長
）

は
、
伊
豆
奥
下
田
の
豊
か
な
山
間
に
た
た

ず
む
極
上
源
泉
の
一
軒
宿
。
昭
和

年
、

先
代
社
長
が
温
泉
掘
削
を
始
め
、
出
湯
と

と
も
に
「
観
音
像
」
を
出
土
、
観
音
温
泉

が
産
声
を
あ
げ
た
。

　
ｐ
Ｈ
９
・
５
の
豊
か
な
ア
ル
カ
リ
泉
、

硬
度
１
に
も
満
た
な
い
超
軟
水
、
美
容
成

分
シ
リ
カ
を
豊
富
に
含
む
極
上
泉
が
毎
分

５
０
０
㍑
も
の
勢
い
で
湧
出
し
、
浴
す
る

と
肌
が
生
ま
れ
た
て
の
赤
ち
ゃ
ん
の
よ
う

に
ス
ベ
ス
ベ
に
な
る
こ
と
か
ら
〝
美
肌
〟

を
超
え
〝
う
ぶ
肌
の
湯
〟
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
飲
ん
で
お
い
し
く
飲
泉
に

最
適
で
、
酸
性
に
偏
り
が
ち
な
体
内
バ
ラ

ン
ス
を
整
え
る
効
果
も
。
敷
地
内
で

充
填

じ
ゅ
う
て
ん

さ
れ
る「
飲
む
温
泉
・
観
音
温
泉
」

は
過
去
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
最
高
金

賞
と
国
際
優
秀
品
質
賞
を
同
時
受
賞
、
都

内
の
三
つ
星
レ
ス
ト
ラ
ン
に
も
認
め
ら
れ

た
筋
金
入
り
の
源
泉
水
だ
。食
事
処
で
は
、

煮
る
、
炊
く
、
蒸
す
、
な
ど
全
て
の
調
理

に
使
わ
れ
て
い
る
。

　
大
浴
場
は
、「
ガ
ラ
テ
ィ
ア
観
音
乃
湯
」

と
日
帰
り
温
泉
「
観
音
プ
リ
ン
シ
プ
ル
」

の
二
つ
。
敷
地
内
の
檜ひ

の
き

を
存
分
に
使
用

し
豊
か
な
香
り
漂
う
「
大
総
檜
風
呂
」
、

降
り
そ
そ
ぐ
星
空
を
眺
め
な
が
ら
湯
浴
み

を
堪
能
で
き
る「
星
空
の
満
天
露
天
風
呂
」

が
ガ
ラ
テ
ィ
ア
の
代
表
的
な
湯
船
だ
。
日

帰
り
温
泉
は
、
も
っ
と
気
軽
に
観
音
温
泉

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
か

ら
誕
生
し
た
。

　
宿
泊
棟
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
露
天
風

呂
付
き
の
奥
座
敷
「
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
」
、

満
天
檜
風
呂
付
き
の
「
本
館
」
、
豊
か
な

森
林
ゾ
ー
ン
の
庭
園
檜
風
が
自
慢
の
「
正

運
館
」
、
観
音
温
泉
発
祥
の
館
で
四
つ
の

コ
ネ
ク
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
が
誕

生
し
た
「
産
土
（
う
ぶ
す
な
）

亭
」
の
４
館
。
産
土
亭
は
３
世

代
の
家
族
が
同
時
滞
在
可
能
で

足
湯
を
設
け
た
湯
船
も
設
置
さ

れ
、
湯
を
囲
み
家
族
で
語
ら
う

こ
と
も
で
き
る
。
客
室
ま
で
全

て
の
湯
船
が〝
源
泉
か
け
流
し
〟

で
あ
る
こ
と
、
多
く
の
手
す
り

の
設
置
や
段
差
の
撲
滅
な
ど
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
十
分
配
慮
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
観
音
温
泉
の
特

長
の
ひ
と
つ
だ
。

　
▽
静
岡
県
下
田
市
横
川
１
０

９
２
の
１
。
☎
０
５
５
８
（
２

８
）１
２
３
４
。https://www.

kannon-onsen.com/

湖
畔
混
浴
　
空
（
そ
ら
）

展
望
サ
ウ
ナ
―
ｋ
ｕ
―

　
白
樺
リ
ゾ
ー
ト
池
の
平
ホ
テ
ル
（
矢
島

義
擴
社
長
、
２
４
５
室
）
の
温
泉
と
サ
ウ

ナ
は
、
白
樺
湖
や
車
山
の
四
季
折
々
の
絶

景
を
満
喫
で
き
る
。

　
池
の
平
ホ
テ
ル
で
は
、
１
９
５
５
年
の

創
業
時
か
ら
営
業
し
て
き
た
本
館
を
解

体
、
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｌ
Ａ
Ｋ
Ｅ
　
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｏ

Ｒ
Ｔ
」
と
い
う
新
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、


階
建
て
の
新
本
館
を
全
面
改
築
、
２
０

２
３
年
春
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
メ
イ
ン
エ
リ
ア
の
露
天
風
呂
「
湖
畔
混

浴
　
空
（
そ
ら
）
」
は
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ

設
計
を
採
用
し
て
お
り
、
全
身
が
湖
に
溶

け
込
む
よ
う
な
開
放
感
が
あ
る
。
露
天
風

呂
に
は
外
気
浴
用
の
特
別
ス
ペ
ー
ス
が
設

置
さ
れ
、湖
か
ら
そ
よ
ぐ
風
が
心
地
よ
い
。

「
展
望
サ
ウ
ナ
―
ｋ
ｕ
―
」
の
室
内
は
山

並
み
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
曲
線
で
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
、
大
き
な
窓
か
ら
見
え
る
景
色
は
ま

る
で
絵
画
の
よ
う
だ
。
セ
ル
フ
ロ
ウ
リ
ュ

も
楽
し
め
、
日
替
わ
り
の
ア
ロ
マ
水
の
香

り
に
も
癒
や
さ
れ
る
。

　
「
湖
畔
混
浴
　
空
」
と
「
展
望
サ
ウ
ナ

―
ｋ
ｕ
―
」は
、い
ず
れ
も
持
参
の
水
着
、

ま
た
は
レ
ン
タ
ル
湯
あ
み
着
を
着
用
す
る

混
浴
エ
リ
ア
で
、
家
族
や
友
人
同
士
で
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
温
泉
は
、北
八
ヶ
岳
・
蓼
科
山
の
源
泉
、

樽
ヶ
沢
温
泉
の
湯
。
泉
質
は
カ
ル
シ
ウ
ム

・
ナ
ト
リ
ウ
ム
―
硫
酸
塩
泉
。
サ
ウ
ナ
の

水
風
呂
は
、
蓼
科
山
の
伏
流
水
を
掛
け
流

し
に
し
、
頭
上
か
ら
降
り
注
ぐ

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
他
に
も
、
男
女
入
れ
替
え
制

の
大
浴
場
と
し
て
、
木
曽
ひ
の

き
を
あ
し
ら
っ
た「
木
の
湯
」、

天
然
石
を
基
調
と
し
た
「
石
の

湯
」
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
大
浴

場
も
、
露
天
風
呂
、
オ
ー
ト
ロ

ウ
リ
ュ
サ
ウ
ナ
を
備
え
て
い

る
。

　
「
湯
上
が
り
ラ
ウ
ン
ジ
」
で

は
、
蓼
科
山
の
伏
流
水
や
炭
酸

水
を
飲
み
放
題
で
提
供
し
て
い

る
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
ピ
ロ
ー
な
ど

湯
上
が
り
グ
ッ
ズ
も
充
実
し
て

お
り
、ソ
フ
ァ
や
畳
で
寛
げ
る
。

　
▽
長
野
県
茅
野
市
白
樺
湖
。

☎
０
２
６
６
（
６
８
）
２
１
０

０
。https://www.shirakabares

ort.jp/

野
天
風
呂

　
く
つ
ろ
ぎ
の
宿
樹
楽（
越
智
陽
一
社
長
）

は
、
２
０
２
１
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
源

泉
を
楽
し
め
る
露
天
風
呂
付
き
な
ど
多
様

な
客
室
を
そ
ろ
え
て
い
る
。

　
温
泉
は
、
２
億
年
前
の
地
層
か
ら
湧
き

出
る
「
温
ま
り
の
湯
」
、
７
万
５
千
年
前

の
地
層
か
ら
湧
き
出
る
「
美
肌
の
湯
」
の

異
な
る
二
つ
の
源
泉
を
持
つ
。
野
趣
豊
か

な
野
天
風
呂
に
は
、
歩
行
浴
、
寝
湯
、
洞

窟
風
呂
な
ど
多
様
な
風
呂
で
二
つ
の
源
泉

を
楽
し
め
る
。

　
太
古
の
木
の
化
石
を
壁
面
に
使
用
し

輻
射

ふ
く
し
ゃ

熱
で
高
い
体
感
温
度
を
感
じ
ら
れ
る

ロ
ウ
リ
ュ
ウ
サ
ウ
ナ
が
あ
り
、
女
性
湯
に

は
、
塩
サ
ウ
ナ
と
し
て
も
利
用
で
き
る
低

温
ス
チ
ー
ム
サ
ウ
ナ
も
あ
る
。
湯
休
み
ラ

ウ
ン
ジ
は
、
皿
ヶ
嶺
連
峰
を
見
渡
せ
る
デ

ッ
キ
も
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
で

過
ご
せ
る
。

　
家
族
風
呂
も
あ
り
、レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、

地
元
の
海
の
幸
・
山
の
幸
を
使
っ
た
メ
ニ

ュ
ー
を
そ
ろ
え
て
い
る
。

　
▽
愛
媛
県
東
温
市
見
奈
良
１
１
１
０
。

☎
０
８
９（
９
５
５
）１
１
２
６
。https

://www.spa-riraku.com/

露
天
風
呂
「
黒
富
士
」

富
士
山
眺
望
足
湯
テ
ラ
ス
「
水
月
」

　
富
士
河
口
湖
北
岸
に
建
つ
「
秀
峰
閣
　

湖
月
」
（
小
佐
野
国
博
社
長
）
は
、
全
て

の
部
屋
と
露
天
風
呂
か
ら
、
左
右
対
称
に

広
が
る
富
士
の
稜
線
を
眺
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
晩
秋
か
ら
春
に
か
け
て
は
雪
化
粧

を
施
し
、
春
は
桜
、
秋
は
紅
葉
を
添
え
た

富
士
山
が
宿
泊
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
。

条
件
が
合
え
ば
、
逆
さ
富
士
が
湖
面
に
現

れ
る
。

　
殿
方
露
天
風
呂
「
黒
富
士
」
、
ご
婦
人

露
天
風
呂
「
赤
富
士
」
は
、
い
ず
れ
も
正

面
に
河
口
湖
、
そ
の
先
に
富
士
を
望
む
絶

景
の
浴
場
。

　
殿
方
大
浴
場
「
ふ
じ
桜
」
は
サ
ウ
ナ
風

呂
付
き
。
ご
婦
人
大
浴
場
「
お
と
め
桜
」

は
ス
チ
ー
ム
サ
ウ
ナ
付
き
で
、
脱
衣
場
に

は
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
と
小
さ
い
子
ど
も
の

着
替
え
に
利
用
で
き
る
畳
を
設
け
、
女
性

客
の
利
用
に
配
慮
し
て
い
る
。
両
浴
場
と

も
ガ
ラ
ス
の
向
こ
う
に
は
さ
え
ぎ
る
物
が

一
切
な
い
、
雄
大
な
富
士
を
望
む
。
エ
ス

テ
サ
ロ
ン
も
完
備
し
、
極
上
の
リ
ラ
ク
ゼ

ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
。

　
２
階
に
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
で
富

士
を
眺
め
な
が
ら
温
泉
が
堪
能
で
き
る
足

湯
付
き
の
部
屋
と
、
足
湯
と
露
天
風
呂
両

方
が
付
い
た
部
屋
を
備
え
て
い
る
。

　
一
昨
年
３
月
１
日
に
は
３
階
の
温
泉
露

天
風
呂
付
き
客
室
４
室
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
。
ベ
ッ
ド
化
を
図
る
と
と
も
に
、
畳
の

上
で
は
な
く
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
の

上
で
ゆ
っ
く
り
と
部
屋
食
を
楽
し
め
る
よ

う
に
し
た
。
庭
園
テ
ラ
ス
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
「
富
士
山
眺
望
足
湯
テ
ラ
ス
　
水

月
」
で
は
、
河
口
湖
越
し
に
シ
ン
メ
ト
リ

ー
な
姿
の
富
士
山
が
、
湖
面
に
映
る
逆
さ

富
士
と
と
も
に
望
め
る
。
旬
の

新
鮮
な
食
材
を
生
か
し
た
料
理

長
こ
だ
わ
り
の
会
席
料
理
を
味

わ
い
な
が
ら
、
富
士
山
を
独
り

占
め
す
る
ぜ
い
た
く
な
ひ
と
と

き
を
過
ご
せ
る
。

　
館
内
の
浴
場
は
足
湯
も
全
て

天
然
温
泉
を
引
い
て
お
り
、
神

経
痛
、筋
肉
痛
、関
節
痛
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
疾
病
に
効
果
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
泉
質
は

カ
ル
シ
ウ
ム
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
、

硫
酸
塩
、
塩
化
物
温
泉
（
低
調

性
・
ア
ル
カ
リ
性
・
高
温
泉
）。

　
▽
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河

口
湖
町
河
口
２
３
１
２
。
☎
０

５
５
５
（
７
６
）
８
８
８
８
。

http://www.kogetu.com/

鬼
山
の
湯
　
の
び
の
び
と
温
泉
を
満
喫

　
２
０
２
５
年
２
月
に
大
改
装
を
行
い
、

館
内
施
設
を
一
新
し
た
別
府
鉄
輪
温
泉
お
に
や
ま
ホ
テ
ル
（
上
月
敬
一
郎
社
長
）
。

別
府
最
大
級
の
広
さ
を
誇
る
自
慢
の
露
天

風
呂
も
、
装
い
を
新
た
に
癒
や
し
を
求
め

る
人
々
を
出
迎
え
る
。

　
露
天
風
呂
「
鬼
山
の
湯
」
は
、
そ
の
広

さ
は
も
ち
ろ
ん
、
ヤ
シ
の
木
な
ど
の
樹
木

が
生
い
茂
る
意
匠
も
大
き
な
魅
力
。
ジ
ャ

ン
グ
ル
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
空
間
で
、

開
放
感
と
南
国
情
緒
に
浸
り
な
が
ら
温
泉

を
堪
能
で
き
る
。

　
湯
は
「
地
獄
」
と
呼
ば
れ
る
源
泉
の
一

つ
、
「
鬼
山
地
獄
」
か
ら
引
き
入
れ
て
い

る
。
源
泉
掛
け
流
し
で
、
泉
質
は
メ
タ
ケ

イ
酸
を
多
く
含
む
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
化
物

泉
。
リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
や
婦
人
病
の
改
善

が
期
待
で
き
る
と
い
う
。

　
浴
場
の
脱
衣
所
や
ロ
ッ
カ
ー
も
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
。
よ
り
快
適
に
温
泉
を
楽
し
め
る

よ
う
、
充
実
し
た
設
備
が
整
っ
て
い
る
。

　
▽
大
分
県
別
府
市
鉄
輪
３
３
５
の
１
。

☎
０
９
７
７（
６
６
）１
１
２
１
。https

://www.oniyama-hotel.co.jp/

（７） 第３２８１号第３種郵便物認可２０２５年（令和７年）８月３１日（日曜日）増刊


